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吉

田

洋

ー

訳「

ィ
ギ
リ
ス
古
典
経
済
学

」

一
九 

五
六
年
所
収)

が
あ
り
、
そ
こ
で
は
リ
カ

ー

ド
ゥ
に
お
け
る
〃セ

-:

法
則
"
は
、

•»;
'
力
I
ド

ゥ

体

系

の
「

甚
礎
的
前
提

」
(

ケ
ィ
ソ
ズ

〕

で
は
な
く
、

リ
カ
一
ド 

ー
ゥ̂

利
_

低

下0-
:
ぢ
土
丨
：マ
の
確
証̂し
て
利
用
名
托
た
贮
過
ぎ
が
い
と
：主

' 

張
：さ̂

て
い
る
0
.ぐ
こ
の
場
合
、.〃
セ
ー

I
地
主
的
な
マ
：
ル
サ
ス
理
論
に 

:

対
V
て
、
合
理
的
な
ブ
；ル
ジ
■ョ
ァ
秩
摩
の.確
龙
と
い.ぅ

進
歩
的
な
役
割
々
果
し
. 

.
て
い
夺
の
セ
あ
つ
て’同
じ
法
則
で
も
リ
カ
-
ド
ゃ
学
派
に
お
げ
る
弁
護
論
的 

反
動
性
ー
と
は
区
別
し
^
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
：
ぞ
の

.認
識
が
な
い
と
、

い.' 

わ
ゆ
る
俗
流
と
古
典
派
観
学
の
区
別
が
あ
い
ま
：い
も
な
り
、
古
典
派 

経
済
学
を
生
み
出
し
た
特
殊
な
階
級
関
係
上
り
は
ヽ
単
に
年
代
に
ょ
る
区
分
が 

童
齋
視
さ
れ
る
。

 

.

.

.
：

..

.

.第
一.一

に
、
グ
ィ
ル
グ
ラ1
に
ょ
る
マ
ル
サ
ス
復
興
の
意
図
は
、
特
に
.現
代
理 

論
と
の
関
連
に
おk
て
鋭
い
け
れ
ど
も
、
単
に
マ'ル
.サ
ス
を
近
代
理
論
め
先
駆 

と

し

，て

評

価

す

る

の

.で
%
れ

ば

.
、

.
結

局

ケ

ィ

ン

ズ

と

同
じ
目
的
論
的
接
近
に
終 

.
っ
て
、
?
ル
サ
<

®
fr
c>
;
-当
時
の
社
会
に
与
え
た
役
割
や
、
そ
の
理
論
の
欠
陥
：
 

.
に
'
_
す
る
検
討
が
お
ろ
ぞ
か
に
な
る
。
学
史
の
研
究
は
、
単
.に
分
析
用
具
の
発 

展
を
た
ど
る
の
で
は
な
く
て
、
あ
る
経
済
学
が
そ
の
時
代
の
社
会
経
済
史
的
背 

景
■の
中
に
.成
立
す
る
根
提.を
明
ら
か
.に
す
る
こ
.と
で
あ
ろ
ぅ
。
.

第
三
に
、
そ.れ
と
関
連
し
て
、

マ
ル
サ
ス
理
論
の
強
調
は
そ
れ
自
体
と
し
.て 

も
ち
ろ
ん
：有
意
義
で
あ
る
が
、

こ

れ

が

「

入
口
論」

と
の
対
立
意
識
に■.
お
：い
て 

の
み
行
な
わ
れ
る
と
、
全
体
と
し
.て
の
マ
ル
サ
ス
の
思
想
が
分
割
さ
れ
、
金
体

^
中

：：
；
に
：麥

け

辱

「

麗

^
:の
_

霞

翥

的

に

評

価

も

得

な

ぃ
_

?

. 

:

「

^

&

^
卑
'

8
圈

;.
\
>の
相
$
関
連
を̂

^
的
に
描
ぎ
出
し
：て
ゥ
両
者
の
韋 

味
を
統
一
的
に
風
解
す
る
と
こ
ろ
に
，あ
る
。

方

達

ぶ

階

級

関

係

を

め̂

^
マ
：ヘ
ル.サ
ボ
対
认
为
VI
^

•ゥ
の
.問

題

は

、
'
単

に
 

一
：1

^歡

紅

に̂

か
：て
：
の

み

奮

ず

ハ

実

.に
：今

日

め

課

題

で

：も

あ

る

。
：
そ

の

研

究

. 

、は
、”
^
祀

産

業

策

命

後

期

の

齒

雑

が

赴

^

^

そ

芬

粑

生

汶

れ

た

思

想

や

理

論 

%
役
割
を
教
え
右̂

け

ゼ

^

^

、
：
：
今

日

'©
:t

l
f
:

の

経
^

f

の
対
立
が
問
題 

金
、
そ
の
原
基
形
態
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て
く
れ
る
。
：
マ
ル
サ
ス
理
論 

.

.を
乾
^
べ
検
討
す
洛
時
や.
.
.
.
.
.

リ
.力
.；.
*ド
ゥ
.
.
.
.
に
対
す
^
方
法
論
^

の
穷
位
.に
.も
；か
か

わ
ら
ず
' 

そ
の
反
動
的
性
将
に:%>
か
わ
ら
ず-
む
し
ろ
そ
の
：裕
流
性
の
故
に
、

:

リ
：本
丨
ド
ゥ
へ
の
見
落
'1
.
.た
重
要
な
指
摘
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
に
■気
付
く
で 

あ
ろ
う
。.リ
カ
ー
ド’
理
論
の
：騎

的

検

討

の

た

め

：に
は
、
：
こ
の
ょ
う
な
マ
ル 

.

サ
ス
：の
功
績
の
評
価
が
不
可
欠

.で
あ
：る
。
そ.の
.：こ
と
は
、
ま
允
今
日
に
お
け
る 

近
代
経
済
学
と
マ
ル
、ク
ス
：経
済
学
.の
と
り
扱
い
に
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
で 

あ
ろ
う
0 ,

リ
カー

ド
ゥ
^

集
の
完
成
に
ょ
う
て
、
リ
カ
I
ド
ゥ
理
論
の
新
た
な 

翁
究
段
階
が
始
ま
ろ
，

ど
し
て
い
.る
時
、

マ
ル
サ
ス
経
済
理
論
研
淹
の
水
準 

も

、，
同
時
に
高
ま
ら
；な
く
て
は
な
ら
な
い
ヴ

'

. 

(

白

井

厚

)

:
儀
我
壮
ー
郞
著

.
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現

代

中

国
0:

企

業

形

態』
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.

資
本
主
義
の
経
済
学
が
ィ
ギ
リ
ネ

.の
古
典
学
派
以
来
ー
.ー0
〇
年
に
近
い
歴
史 

を
持
ち
、
' ア
メ
リ
カ
の
経
営
学
が
五
〇
年
を

.こ
え
る
，年
月
を
経
て
い
る
の
に
対 

し
、'社
会
主
義
企
業
経
替
辛
の
：歴
史

.は
ニ
0
年
に
満
た
な
い
、
と
言
わ
れ
.て
い 

る

..
録

邋

避
.

『

社
会
主
‘義
^

^
錄
済
学
研
究

』
)

°.そ
の
分
析
対
象
の
若
さ
は
別 

と
し
て
も
た
し
か
.に
:「

社
会
主
義
企
業
の
内̂
^
造
と
管
理
機
構
、
社
会
主
義 

企
業
に
関
す
る
諸
経i

則
、一
社
会
主
翁
金
業
の
対
象
ど
方
法
な
ど
に

. 

-ウ
い
て
多
く̂
討
論
が
行
な
お
れ̂
問
題
缺
解
明
さ
れ
つ
づ
あ
る
^
^
現
代
中 

国
.の
，企
業
形
藤1—
序
文)

.が
、
，
ー
つ
の
体
系
を
な
す
.ま

：
で
：
：
に

，は

至

，？
て

い

な 

い
，

こ
れ
ら
の
：研
究
を
推
進
す
名
た
め

.に
は
、.な
に
^
^
^
^

会
主
義
金
業
の
形
成
い
発
展
：の
；過
程
が
各
亂
毎
に
爸
れ
ぞ
れ
の
条
件
に

'お
：い
'て 

■検
討
さ
れ
ね
^
な
ら
な
い
0

"そ
の
生
い
：た
ち̂

知
る
も
の
比
そ
の"本
性
：を
も
. 

知
る
；

r.

か
ら
で
あ
る
。
 

.'
、
.二..ぐ
.
：
.
.
.
.
：
：

，
，
....：

、
§

ほ
.、
ぺ
社
4

^

&
改
造
.に
_独
胤
的
方
式
を
だ
づ
：た
中
国
に
お
げ
る
_

へ 

ー
主
義
企
寒
の
形
成
'
;
'発

著

程
^
—
と
犬
に
特
徴
的
な
诗
族
賺
的
私
営
企
業

. 

，
の

国

営

炎

業

へ

^

漸

次

的

転

化

-̂
豫

^

手

卫

業

な

ど

め

小

^

^

産

考

の

檢
 

_

組

合

企

業

べ

：

;0
;德

過

程
|

の
詳
細
濃
た
る
_

証

的

靈

：で
：ぁ

_
.
;
:

著
；
 

渚
は
明
確
な
方
法
論
に
立
っ
て
、
社
会
主
義
経
済
へ
.の
.移
行
、
建
設
の
一
般
的

■:
.

.

.

*課
'
及
,:
'

び
、
紹

：
介

■ 

へ

.

法
則
を
、
た
え
ず
具
体
的
な
諸
事
象
の
背
後
に

.み
と
り
.'つ
つ
、
そ
の
歴
史
的
特 

殊
性
に
も
之
づ
べ.中
国
§
@'
の
、
多
様
な
要
素
を
含
む
社
会
主
義
企
業
の
形
成

• 

発
展
：の
様
相
を
適
確
に
整
理
、

-.
解
明
ず
る.。.
従
来
と
も
す
れ
：ば
諸
靠
象
，に
密
着 

し
た
痼
別
的
考
察
ザ
、
：抽
象
的
な
方
法
論
的
研
究
に
力

f

お
.
か

れ

が

ち

で

あ 

っ.ゼ
.の
幻
対
し..て
、|
.の
事
集
<0
:理
論
的
1

*

^

-そ
れ
自
体
方
法
論.の
提
示
. 

で
も
あ
る
が

——

は
、。
親
代
中
麗
済
研
究
に
お
け
る

.一

..つ
め
画
期
と
い
わ
ね 

.
ば
：な
ら
な
い
で
あ
ろ
ぅ
.;
0
',
'

':
'
:
:
:
'
.
: 

,

:

■

. '
■

内
容
は
、
：
第一:

部
: ,

茵

璧

済

襲

期

：に
お
け
る
企
業
形
態
の
考
察
、
第
一
一 

部

第

：ー
：次
五
：ダ
年
計
画
期
矻
お
け
名
企
業
形
態
の
考
察
、

''
と
：か
：
ら

成

る

が

本 

.
文
に
先
立
つ
序
章
窜
国
匕
お
け
る
過
渡
期

0
特

質

と

企

業

靈
«-
-
'
で

解

放

前 

-

に
.お
け
る
中
国
の
：産

業

徵

造

と

企

寒

態

.の
特
質
を
検
討
す
る
ど
と
か
ら
、 

解
放
後
.の
過
渡
期
：に
：お
げ
る
社
会
主
義
企
業
形
成
，の
規
定
的
条
件
の
析
出
を
行 

■

.^
ぅ
パ
.こ
セ
ヤ
.は
、
_

に
お
；け

る
:—
1
封

建

的

，
地
主
的
土
地
所
有
|—
.、
と
外
国
. 

:
ー

帝

国

生

義

に

-<
3

:

る

中

国

碧

の

：-1
半
封
建
的-
¥植

民

地

的

達」

の
故
に
集 

■'
:
中

1翁

積

を

阻; ^

れV
:、

'■
■

貿
弁
的
-
霊

的

国

蒸

占

資

本

^
め

下

に

馨
 

儀
^

^
さ
れ
た
，

『

民
族
^

^
1_
'

©
在
り
方
が
明
ら
か
：に
さ
れ

' ^

?
最
も
普 

.及
t

x:
い

尨

决

财

名

資

本

集

中

の

限

界

ど

、
：
練 

社
^
の
^

^

響

難

令

の

解

簡

は

、:.
,賺

王

義

企

業

形

成0.
中
国
の
独
自 

へ
性
を
理
解
す
义̂
に

重

要

焚

あ

^

ン

-
八

慰
 

- 

:

第

：

」

破

C.〔

第t

章)

：

「

遣

炎

業

の

特

質

と̂ 

で
は
、
：
：解

放

囊

工 

,業

傲

屯

續

块̂:
菜

を
:̂
め
て
お
り
か
が
^

社

童

義

的

改

造

の

道

と 

:
.汝
る
べ
含
私
赏
迤
業
が
謂
茧
義
的
工
商
業
の
質
的
変
化
を
意
味
す
る
讓
資

.

- 

ニ
 

■

ハ
..
:

;'
.い; ;
:

.

'

.

;

六
七
'ソ，C

A

3
■•



本
主
義
形
態
の'発
藤
と
の
関
連
で
、ど
の
よ
う
に
へ
：

「

粋」

：
の
中
で
利
用
奨
励
さ
れ 

.
つ
つ
、
i

主
義
的
改
造
の
目
標
へ
向
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
っ
だ
か
を

H

商
調
ノ 

_整
、

八
止
業
暫
行
条
例
な
ど
を
通
じ
て
中
调
の
•

企
業
の
特
徵
か
ら
考
察
：
 

す
る
。.
第
一
一
章

T

国
家
資
本
主
義
企
業
の
低
級
形
態
と
中
級
形
態

1

で
は
、'
国

。

_
家
的
所
有
制
、
協
同
組
合
的
所
有
制
、
単
独
経
営
の
勤
労
者
に
よ
る
所
有
制

、

- 

.資
本
家
的
所
有
制
、

と
い
う
生
産
手
段
所
有
の
：四
形
式
の
共
存
を

Ht
l

g
と

し 

て
.、
.直
接
に
社
会
主
義
的
国
有
化
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
民
族
資
本
所
有
の 

資
本
主
義
的
企
渫
の
、
国
家
資
本
主
義
社
会
主
義
と
い
う
経
路
を
検
討
す 

る
。
：‘国
家
資
本
主
義
と
い5
従
来
の
定
義
が
、

」
中
国
で
は
い
か
な
る
具
体
的
形 

態
を
と
っ
て
い
る
か
、.が
、
低
級
I

工
業
で
あ
れ
ば
国
家
に
よ
る
製
品
の
貿 

上
げ——

か
ら
、
巾
級——

加
工
、
発
注
、
統
一M
付
、
.
一
手
i

l

へ
"の 

移
行
と
し
て
き
わ
め
て
実
証
的
に
説
明
さ
れ
、
資
本
の
法
服
の
制
限
が
明
ら
か 

.
に
さ
れ
る
。
第
三
章「

農
業
生
産
互
助
組
と
初
級
農
業
生
産
篇
組
合

」

。
農 

#
部
門
に
：お
け
る
封
建
的
坐
産
関
係
の
私
拭
が
小
経
営
に
お
け
る
農
業
生
産
力 

:

を
解
放
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
小
商
品
生
た
る
小
農
に
ブ
，ル
：ジ
ョ

y
的 

農
民
層
分
解
の
可
能
性
.も
与
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

.
い

か

に

こ

‘
の

「

最

後

の 

資
本
主
義
的
階
級」

'で
あ
る
農
民
を
他
の
途
、
，
な
わ
ち
社
会
、
.3
e
義
的
協
同
化 

に
進
展
せ
し
め
る
か
と
い
う
課
題
を
取
扱
う
。

.

こ
の

.『

ニ
つ
の
道』

の
対
立
と 

い
5
中
国
農
業
の
発
展
方
向
を
規
定
す
る
根
本
矛
盾
は
互
助
協
同
化
運
動
と
い 

•
r新
し
い
生
産
関
係
の
確
立
へ
の
過
程
で
、
具
体
的
に
は
、
I

所
有
と
集
団 

的
労
働
と
の
矛
盾
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
農
業
の
赫
労
者
に
よ
る
土
地
：を
含
む
；
 

生
産
諸
手
段
の
私
有
が

「

農
民
の
自
発
的
な
意
志
に
ょ
る
集
固
的
所
有
制

」

に

■

.

.'
•
六
八
.(

八
'

r

 
六)

'

■
転
化
さ
^

.
い
わ
ゆ
る
-1
協
同
組
合
主
義_
1''
,
'
の

奵

想,^
は

全

く

異

な

る

生

産

協 

.
同

：組

合

が

成

立

.

す
る
過
程
が
解
明
さ
れ
る
。
本
章
の
：

は
,'
'
'互

助

組

が

盡
.

.

一
経
営
よ
り
//
-簾

〃
‘の
採
用
に
お
：い
て
す
ぐ
れ
て
い
る
が
、
集
団
的
共
同
労
働 

と
分
散
的
個
人
経
営
と
の
矛
盾
を%.
ち
、
土
地
労
働
力
利
用
の
不
徹
底
と
新
式 

:

技
術
導
入
の
困
難
：に
そ
の.限
界
を
有
す
る
と
：い
う
よ
う

H
、

社
会
主
義
化
の
各 

段
階
に
そ
れ
ぞ
れ
の
音
裏
と
限
界
と
を
指
摘
す
る
こ
と
で
よ
り
上
級
の
社
会
主
へ 

義
的
企
業
形
態
へ
の
発
展.の
必
然
性
.を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

第
二
部
、
第
四
章
-1
国
家
資
本
主
義
企
業
の
高
級
形
態1_
.で
は
、
個
々
の
資 

-
料
に
墓
づ
：い

て

第

一

夂

ぜ

ヶ

に

お

け

る̂

^
，
中
級
i

よ
り
の
移
行 

.

.

を
、
個
別
的
公
私
共
営
、
業
種
別
公
私
共
営
形
態
を
取
り
上
げ
る
。
特
に
第
二 

W

「

中
国
に
お
け
る
資
本
主
義

H

商
業
改
造
"の
特
質」

は
、
社
会
主
義
へ
の
平 

，
和
的
改
造
と
中
国
に
お
け
る
圍
家
資
本
主
義
の
特
質
を
扱
い
著
者
の
主
張
が
あ 

.

る
の
で
、
第
六
章「

窩
醫
業
生
産
協
同
組
存

」

:'
:の
第
ニ
節
5

業
に
た
い
す 

る
社
会
主
義
的
改
造
：の
：必
要
性
お
よ
び
可
能
性
.
不
可
避
性
|—
と
共
に
あ
と
で 

問

題

と

し

：た

い
.0
第
五
章
は
、
本
書
で
.は
中
心
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
い 

:

が
、.

社
会
主
義
企
業
と
し
て
は
本
命
で
あ
る_

#
八
ム
業
の_̂

に
あ
て
ら
れ
て 

い
る
。
終

章「

第I

一
次
五
>
年
計
画
期
に
■お
け
る
企
業
形
態
変
化
の
方
向

」

で 

は
、：
人
乾
公
社
へ
の
移
行
の'必
然
性
：と
可
能
性
が
、
全
人
民
的
所
裏
へ
の
移 

行
と
関
連
^
て
論
じ
ら
れ
ズ
い
る'0
.
'
:

.:

.

さ
き
に
述
べ
.た
.よ
う
に
、
著
者
は
、
社
会
主
義
企
業
の
形
成
••発
展
を
考
察 

す
る
：こ
と
が
社
会
主
義
企
業
を
め
ぐ
る
経
済
法
則
の
解
明
へ
の
童
要
な
ス
テ

ヴ 

プ
で
fc
'
る
が
、
^
国
に
.お
い
て
ば
国
営
企
業
の
そ
れ
で
は
な
し
に
一
方
で
は
私

企
業
の
国
家
資
本
主
義
へ
の
揚
粟
、
他
方
で
は
小
農
民
家
族
労
作
経
営
の
生
産 

協
同
組
合
化
を
こ
そ
分
析
す
べ
き
で
あ
る
，、
と
な
し
た
。
換
言
す
れ
ば

「

_
放 

前
に
主
要
な
経
済
動
脈
を
支
配

」

し
て
い
た
{晨
資
本
にょ
る
い
つ
さ
い
の
企 

業
の
国
営
化
や
解
放
後
新
た
に
建
設
さ
れ
：た
国
営
金
業
な
ど
が

「

国
民
経
済
の 

指
導
ナ」

，
で

あ

り

.

「

国
家
力
社
会
主
義
的
改
造
を
実
現
す
る
た
め
の
物
質
的 

恙

礎
で
あ
る」

に
も
拘
ら
ず
、
中
国
に
お
け
る社
会
主
義
企
業
の性
格
を
具
体 

的
に
規
矩
す
る
も
の
は
私
企
業
の
国
家̂
本
主
義
、小
経
営
の
協
同
組
合砠
㈣ 

化
を
通
じ
て
社
会
主
義
化
す
る
様
態
に
外
な
ら
な
い
と
し
て
、
詳
細
な
資
料
の 

駆
使
か
ら
理
論
的
に
そ
れ
を
：検
討
し
た
と
こ
ろ
に
ホ
_
の
基
本
的
特
色
が
あ 

る
。.

•
 
-
 

•
 

.
問
題
点
I

資
本
主
義
的
商
工
業
の
平
和
的
改
造

.

「

平
和
的
な
方
法
で
、
す
な
わ
ち
説
得
し
教
育
す
る
方
法
で
、
個
人
的
所
有
制 

.を
社
会
、王
義
的
、
集
団
的
所
有
制
に
変
え
う
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
資
本
主 

義
的
所
有
制
を
社
会
主
義
的
所
有
制
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

」
(

毛
沢
東) 

と
い
う
、「

資
本
家
の
で
は
な
，く
資
本
主
義
の
安
楽
死

」
(

g.
J>
&
日)

の
"
中 

国
の
奇
蹟
"
を
可
能
と
し
た
条
件
を
明
ら
か
に
し
、
生
産
手
段
の
所
有
形
.態 

——

生
産
物
の
分
配
形
態
の
移
行
に.つ
い
て
の
解
明
を
試
み
た
点
は
従
来'
 

の
実 

証
的
研
究
に
対
す
る
著
者
の

r
m

の
結
論
で
あ
り
、
.そ
れ
自
体
極
め
て
ユ
ニ
ー 

ク
な
も
の
で
あ
る
。,た
だ
そ
の
規
矩
的
条
件
た
る
中
国
経
済
の
後
進
性
、
.民
族 

\

資
本
講
級
の
政
治
的
二
重
性
と
軟
弱
性
が
'列
記
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
そ
れ 

が
引
用
文
で
傍
証
さ
れ
て
い
る
の
が
何
か
き
れ
い
ご
と
に
割
り
き
れ
て
い
る
ょ 

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
実
証
的
論
究
の
成
果
に
立
つ
た
と
言
え
ば
そ
れ

.

•
書

評

及

び

紹

介

ノ 

•

ま
で
で
あ
る
が
、後
進
性
一
般
で
：は
割
り
き
れ
ず
、
買
戻
し
政
策
一
つ
み
て
も
、
 

平
和
的
移
行
に
抵
抗
も
矛
盾
も
あ
っ
た
の
で

.

あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
施
行
す
る
権 

力
の
性
将
と
そ.

の
.様
態
.の
変
化
、
又
平
和
的
移
行
を
現
実
に
経
済
的
に
可
能
と 

し
た
根
底
の
検
討
が
吏
に
こ
の
視
角
が
ら
期
待
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
。

.し
か
し
こ
れ
は
著
者
池
意;(
1
'さ
れ
る
企
業
形
應
論
の
分
野
か
'ら
は
み
だ
す
こ
と 

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い0
:

..
,
f

 

'へ.

:

間
'題
点
I
:
.中
国
に
：お
げ
る
国
家
資
本
主
義
の
特
質 

.著
者
に
ょ
れ
，は
ネ
マ
フ.の
国
家
資
本
主
義
と-I
本
質
上
同
.，

j

'.

の
範
嚼
に
属
す 

る」

：中
国
の
国
家
資
本
主
義
は
、
し':た
が
っ
て「

過
渡
的
形
態
の
経
済

」

で
あ
っ 

て

「

一
つ
の
独
自
の.所
有
制
：と
し
て
は
な
り
た
た
ず

」

、「

半
社
会
主
義
：

g
」

で 

も
、「

国
家
資
本
主
義"

資
本
主
繁
ゥ.

ク
、ラ
丨.

ド」

で
も
な
く

、
'
'

「

限

界

を

ぎ

邊
 

.
る
こ
と
が
出
来
る'資
本
主
義J

で
あ
る
。
そ
こ
に.は
中
国
の
ソ
ヴH.

ト
と
^〔

-'
^
 

る
点
が
五
つ
あ
げ
ら
れ
、
と
く
に
国
民
経
済
に
お
け
る
比
重
が
M
®
と
も
に
を 

で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ.て
い
る
。
，す
で
に
述
べ
た
ょ
ぅ
な
問
題
視
角
か
ら

1 >

て
、
私
企
業
の
社
会
主
義
企
業
へ
の
転
化
の
重
要
段
階
と
し
て
国
家
資
本
主
義

. 

の
形
態
：
本
質
解
明
が'本
書
の
中
軸
と.な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
、こ
の
特
質 

'
の
解
明
は
売
実
し.

た

分

析

の

結

果

に

：ふ
：

さ
お
し
い
。
.
我
々
は
こ
の
詳
細
な

S

 

家
資
本
主
義」

の
形
成
•
展
開
の
研
究
：か
ら
そ
の

「

i

さ
れ
た
資
本
主
義」

の 

理
.
^
0
职——

中

国

に

.
お
げ
る
掛
於
务
私
於
齋̂

务

私

.か̂

か
^

^

1
 

を
.

更
‘

に
.

課
題
と

.

し
.

：て
も.

つ
べ
；
き

で

あ

る

。
.：

.

問
題
点
!'
'
中
圉
に
お
け
る
農
業
生
産
協
同.化
，の
特
R

'

,

著
者
は
農
業
に
お
げ
名
，社
会
主
義
的
菟
展
の
道
を

H
.

つ
：に.区

分

し

て

、
；
第
一 

.

.

■'
.

:

i

x'.
W

A

I-f
c)

'.



土
^

^

同

時

に

■

旅
■

響

A '

房

的

讓

暮■

-:
.
' 

ぬ
1

如
、
--
'
:
|
:
:
_悴
ゾ
ナ
ホ
：丨
ホ
型
：の
镇
営

^

^

|

!

^

出
ざ
れ
る.苛
^

^

.:
'

'.
.
: 

が

奮
■

指
摘
レ
：て_

馨

.

*

遞

參

部

門-
^

全
人̂

1

^

^

,

.八

. 

.

国
営
金
業
、
; ^
^

^

部
！
：
一
^

同
組
合
的
所
有
：
.

4

産
^

:

^

^

と
以
ぅ
わ'.
:
;
: 

1

^

が
行
な
わ
れ
、
^

の
：理3
^

し
：て#

^

£

に
お
け
备-
^
経
當
の
広
巩
な'- 

存
1

あ
げ
ら
れ
：て
_

が
、
そ
れ
が& -

た
が
も
资
業
都
門
£
1
^
.の)

問
題
と
し
：
:

-. 

て
お
き
：か
え
ら
れ
.X

 

丁
度
農
業
に
お
け
る
資
本
主
簽
発
展
：の
相
嚷
的
が
立
：ち
遮 

れ
と
浪
同
さ
れ.て)

ズ
い
た6

し
汾
1;
^

ソ
同
职
に'お
ホ
る
社
会
生
義
の
§

.

的
諸
問
題

」

',
の
解
明
に,%
^

:

つ̂
.け
ら
れ̂:
い
^
ょ

-5
-
に
、.そ
れ
は
.小
麻
品
-

: 

生
産
者
で
も
る
小̂

i

f

K

m
に
®

し̂
.そ
れ
が
ウ
ク
ラー
ド
^
な
し
て 

い
る
議
国
め
：社
会
生
義
：へ
：の
：移
行
の
遽
合
で
あ
づ
て
、
テ
メ
リ
ガ
や
イ
ギ
リ 

K

の
如
く
小
経
営
は
や
は
り
相
当
数
存
在
し

.て

.い
て
も
、
農
產
物
商
品
の
大
部

： 

分
が
資
本
主
義
的
大
農
経
営
.で
：坐
産
さ
れ
る
ょ
ぅ
'な
場
合
に
は、

―—
%
挙
に
ソ
フ 

.

ホ
ー
ズ.型
の
国
営
農
業
企
：寒
が
3:
業
部
門
と
同
様
に
創
出
さ
れ
る
と
考
戈
る
べ

. 

き
で
あ
'
?て
、
-,
-1農
業
生
産
か.篇
組
合
化
と
い
ぅ
麗
的
過
程
は
不
必
要

11
_で

,'
： 

.
あ
る
と
い
ぅ
考
え
方
に
全
备
感
で
お
る
ふ
拙
稿
コ
ー
ー
田
学
会
雜
誌
し
第
五
十 

一1

巻
第
五
号

)

0.
農
業
部
門
に
お
け
が
社
会
主
義
企
業
形
成
過

f

へ「

土
地
所
，
 

有
関
係
の
社
会
主
義
化
と
：、
主
要
生
産
手
段

^
生
産
物
の
全
人
民
的
あ
る
い
は
' 

集
団
所
有
制.に
も
と
ハ
つ
く
社
会
主
義
的
大
経
営
の
創
出

」

と
い
ぅ
ニ
つ
の
観
点 

か
ら
整
理
分
類
し
た
第
六
章
第
五
節
は
農
業
に
た
い
.す
る
社
会
主
義
的
改
造
心

: 

必
要
性
お
よ
び
可
能
性*不
可
避
性
ど
共
に
高.い
理
論
永
準
を.示
し
て
い
る
。
：
：

ー

运

、
？^ム
：：
-;
尹

丨
'*
于

ス

ー

の

改

璺

泌

_

:^
'

: ^
い
»

国

の

额

還

处

様

式

；
 

i

v>
ぅ

と■

■

生
産
力
水|

1

^

_規

霞

業

機

械

名

冻

し.な

が

：
っ

、
. 

:

た
，
が
^

で
':
;
>1 ;
'
に
技
術
的
改
莱
が:1
>
ぬ
奮
主
氣
化
じ
ん
た
こ
：と
自
体
が
中
国 

に
：ソ
：ヴ
,f-
-
ト
と
•

別

個

の

：
課

題

一

^
技
術
改
革
：

け/A
ポ
も 

.ふ

.く
ん
で一

一

を
強
く
与
え.て
.い
る
.の
.
.で
は
な.力
^

う
■力
。
.

問
題
点
-F
人
民
'公
社
へ
の
移
行
の.可
能
性.
‘

:

.
:

..
へ
農
卫
業
办
坐
産
カ
は
躍
進
し
パ
高
敬
生
産
協
同

—

の
^

^

矛

盾

が

す

で

に
' 

生
産
力
：の
太
き
い
発
展
:^
阻
害
し
て

い

.
る
ー
こ

ど
於

あ

げ

寬

て

い

る

。
.そ
の
移 

行

の

葜

機

ぱ

「

政
治
的
自
霄’：
ぜ

あ
^

-1
そ
の
実
現
は
土
台
と
上
f

造
の 

統
、

t

を
意
味
す
る

」

之
い
.ぅ

。
事

実

「

世

紀

：の

実

験
1
ぼ
世
紀
の
ー
驚
異
と
し
て
進
.

-行
し
て
い
：る
。
'卽
然
災
害
を
別
と
し-x
こ
：れ
は
本
質
的
な
生
産
力
の
解
放
を
录 

す
も
の■で
あ
ろ
ぅ0
し
か
し「

農
村
办
人
民*

が̂
麋
団
的1

制
が
ら
#
^
. 

民
的
所
有
制
へ
の
移
行
の
最
良
の
.形
態
1_
、
毕
賃
金>
半
霧
制
を
実
施
し
、 

「

囊
主
義
へ
の
移
行
め
最
良
の
形
態
^
で
あ
る
と
へ
い
ぅ
と
き
、

〈

そ
の
人
民
公 

社
と
：い
ぅ
、
総
合
的
な
社
会
主
義
企
業
の
モ
デ
ル
の
；罾
吧
に
と
ど
.ま
ら
ず
現
在 

発
展
し
.つ
づ
ぁ
石
齋
象
か
あ
昏
と
き
殿
の
齋
相
ゆ
整
理
を
通
じ
て
実
体
の
分
析 

が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
.更
に
要
請
さ
れ
：る
の
で
あ
る
。

——

六
月
三
.〇
日

——
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書
店
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S
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線
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,

高

村
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平
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修
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'
へ

.
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'
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v

^
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-
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:
. 
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'
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;

パ
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'
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、' は
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じ
：
め
'に

•

■
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. 

. 

- 

. 
: 

•
■'
.
 

■ 

■
■
■ 

.

.

.

.

.

.
, 

'-■
-
■
-
--

、

,
;本

書

は

塩

畫

制

度

謹

五.高

年

を

記

念

す

る

盗

画

め
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